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１．研究の背景

幹細胞は再生医療や創薬の鍵となる科学技術であり、日本はiPS（人工多能性幹）細胞の発見などの優れた成果を輩出して
いる。一方、イノベーション（科学技術の活用）となると、欧米主要国はもとより、いくつかの新興国よりも劣勢である。これは、イノ
ベーションの「種」の発見には熱心だった反面、「育て方」の研究・考察が必ずしも十分でなかったことによる。

２．研究の目標

幹細胞分野における京都大学の世界的な影響力とネットワークを基盤とし、イノベーション経営（マネジメント）の方法論を開発
する。そして企業等と協力し、事業の創出を図る。

３．研究の特色

これまでは経験則に頼りがちだったイノベーションの検討に、科学的なアプローチを導入する。人文社会科学と幹細胞科学の研
究者が密接に協力し合い、論文・特許データの詳細分析と、国内外の産業クラスター構造の比較分析を行い、世界の動向と
日本の強み・弱みを正確に把握する。

４．将来的に期待される効果や応用分野

日本の「ものづくり」の強みが発揮できる製品・サービス分野の開拓、日本の環境に適した事業化モデルの開発を通じて、イノ
ベーションの着実な実現が図られる。また、この方法論を他分野にも展開することで、新産業育成への幅広い貢献も期待できる。
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